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ｱﾚﾙｷﾞｰの話
• 2024年 ｱﾒﾘｶで起こった事件

• 47歳の男性がﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰﾊﾟｰﾃｨｰでﾊﾝﾊﾞｰｶﾞｰを食べた後夜になって
嘔吐したあと気を失いその後死亡した

•死因を探るがなかなか結果が出なかった

• １年半経ってやっとで原因が判明＞ｱﾙﾌｧ ・ｶﾞﾙ （赤身）・ｱﾚﾙｷﾞｰ

•哺乳類の肉に含まれる「ｱﾙﾌｧ・ｶﾞﾙ」という糖に過敏反応を起こす

• ﾏﾀﾞﾆが動物の血を吸った時にこの糖が体内に入り人を噛むと伝染

•人の免疫機能がこの糖を異物として反応する

•場合によってｱﾅﾌｨﾗｷｼｰを引き起こすこともある

• ｱﾒﾘｶだけで50～100万人の患者が存在し感染地域が北上中

•赤身肉を食べて数時間後に吐き気が出た時には受診すること



「チャットGPTの法的助言で不当な訴訟に直面」
日本生命アメリカ法人が16億円の損害賠償求
めオープンAIを提訴 FNN

•AIを使った不当な訴訟で損害
を受けたと提訴

•ｱﾒﾘｶで長期障害保険の受給
停止を巡って和解した女性

•AIは弁護士の資格を持ってい
ないのに女性に助言をして訴
訟を起こした

•この裁判で多大な時間と費用
が掛かった

•ﾁｬｯﾄＧＰＴの運営会社に日本
円で16億円の賠償を求める

•このような訴訟は初めて

日本生命保険のアメリカ法人は対話型AI「チャット
GPT」が弁護士資格がないにもかかわらず法的助言を
行ったために不当な訴訟に直面し、多くの時間と費用を
費やしたとしてオープンAIを提訴しました。
訴状によりますと、日本生命の長期障害保険を受給して
いた女性が給付の打ち切りをめぐり日本生命のアメリカ
法人と和解した後、チャットGPTに相談し、その助言を
もとに和解の破棄を目的に数十件の書面や申し立てを提
出したということです。
日本生命側は、チャットGPTが弁護士資格を持たないま
ま法律文書の作成や法的助言を行ったため訴訟が再燃し、
対応に多くの時間と費用を費やすことになったとして、
オープンAIに対しあわせて1030万ドル、日本円でおよそ
16億円の損害賠償を求め、アメリカ中西部・イリノイ州
の連邦地裁に4日付で提訴しました。
ロイター通信によりますと、対話型AIを通じた無免許の
弁護士業務をめぐり主要なAI企業が訴えられるのは、初
めての事例となる可能性があるということです。



茨城県の不法就労対策が問題に
•不法就労が治安悪化の温床になっていると不安持つ県民

•茨城県は昨年「外国人適正雇用推進室」を創設して対策を行う＞4
月から不法就労の情報提供報奨金制度をｽﾀｰﾄ

•これに対して賛否が県議会で議論される

•外国人を標的にした排外主義を助長しかねない

•実際に不法就労があるので正規雇用をしっかりして欲しい

•不法入国や就労資格がない外国人を雇用した事業者は「不法就労
助長罪」に問われる

•＞県は事業者を対象にして個人を対象にはしないと答弁

•通報者に身元明記を求め「中傷を抑止」するよう配慮する



ｵｰｽﾄﾗﾘｱで行われた女子ｻｯｶｰｱｼﾞｱｶｯﾌﾟでの１ｼｰﾝ



サッカー女子イラン代表、試合前の敬礼と国歌
斉唱で物議 政権が強制か         CNN • 2日の韓国戦ではこの姿はな

かった＞敬礼と国歌斉唱せず

• 5日のｵｰｽﾄﾗﾘｱ戦ではこのよう
な姿に

• ｲﾗﾝ政府に対する抗議？

• ｲﾗﾝ政府の不興を買ったか

• ﾁｰﾑは治安部隊の厳重な監視
下にいる＞部隊には革命防衛
隊員もいる

•帰国したら投獄や様々な嫌がら
せを受けるのではと懸念される

• ｵｰｽﾄﾗﾘｱ政府は亡命を認める
と発表＞5人ほどが申請した

5日に行われたｻｯｶｰ女子のｱｼﾞｱｶｯﾌﾟ・ｸﾞﾙｰﾌﾟリーグで開催
国ｵｰｽﾄﾗﾘｱ戦に臨んだｲﾗﾝ代表ﾁｰﾑについて、試合前の敬礼
と国歌斉唱を強制されたとも取れる出来事があった。ﾁｰﾑ
に近い情報筋がCNN Sportsに語った。この数日前の大会
初戦では、ﾁｰﾑは敬礼と国歌斉唱を拒否していた。2日の
韓国との初戦をｲﾗﾝは0―3で落とした。ﾁｰﾑを率いる監督
はこの試合の前、中東で勃発した戦争やｲﾗﾝの最高指導者
ﾊﾒﾈｲ師の死亡に関するｺﾒﾝﾄを拒否。ｷｯｸｵﾌ直前の代表ﾁｰﾑ
も、ｲﾗﾝ国歌が演奏される中で沈黙を守り、ただ前を見つ
めていた。この行動は多くの人々からｲﾗﾝの体制に反抗す
る意思表示と解釈されたが、ﾁｰﾑは国歌斉唱中に沈黙した
目的を公式に発表していない。それでもこの行動はｲﾗﾝ政
権の不興を買ったようだ。ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱに投稿された映像
には、国営ﾒﾃﾞｨｱの司会者が選手たちを「裏切り者」と呼
び、「通常以上に厳しく対処しなければならない」とほ
のめかす様子が映っている。情報筋がCNN Sportsに明か
したところによると、選手たちは厳重な警備下に置かれ、
ｲﾗﾝの治安部隊から常時監視されている。治安部隊には精
鋭のイラン革命防衛隊（IRGC）所属とみられる男性1人も
含まれているという。5日の試合前、選手たちは家族への
脅迫などを通じて圧力を受け、最終的には自国の体制へ
の支持を表明するよう強要されたと情報筋は語った。



ｲﾗﾝはｻｯｶｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟへの不参加表明
•3月11日 6月中旬からｱﾒﾘｶ・ﾒｷｼｺ・ｶﾅﾀﾞで行われる
ｻｯｶｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟに参加することを止めたと発表

•ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ、ﾍﾞﾙｷﾞｰ、ｴｼﾞﾌﾟﾄと対戦する予定だった

•攻撃が続く中選手の安全確保が不可能である

•ｱﾒﾘｶがｲﾗﾝを攻撃して最高指導者を殺害した状況

•ｱﾒﾘｶに入国する選手の安全確保も不可能である

•ｻｯｶｰ連盟会長は今後どのような判断をするのか



ｱﾒﾘｶの相互関税に関する訴訟問題
• ｱﾒﾘｶ最高裁が相互関税を違法と判断した

• ｱﾒﾘｶ国際貿易裁判所は企業への全額還付の手続きを始めるよう
政府側に命じた＞200以上の企業が訴訟を起こしている

•＞実質的に争点はない→関税は課された時点で無効で、全て返還
されなければならない＞20兆円を超える：利息分も含まれる

•訴訟を起こしていない企業等にも関税の返還が行われる様にする

•政府側は命令の執行停止を求める

•＞還付をするという姿勢は示していない

•膨大な資料を精査しなければならないので直ぐには出来ない

•＞裁判所側は関税の還付手続きは日常的なことで問題なしと判断



日本の防衛能力向上の為



熊本の自衛隊基地にﾐｻｲﾙ発射装置搬入
• 9日 熊本の陸上自衛隊基地に長射程ﾐｻｲﾙの発射装置が搬入さ
れた＞基地前には配備反対の住民がﾌﾟﾗｶｰﾄﾞ手に抗議活動

•事前に熊本県や住民への説明ないままに行われた＞県知事も報
道で知ったといい国側の行為を批判

•今月中にﾐｻｲﾙ本体も搬入されるという

• 12式地対艦誘導弾能力向上型という射程1000㎞というもの



出典 防衛省・防衛装備庁





熊本の自衛隊基地にﾐｻｲﾙ発射装置搬入
• 9日 熊本の陸上自衛隊基地に長射程ﾐｻｲﾙの発射装置が搬入さ
れた＞基地前には配備反対の住民がﾌﾟﾗｶｰﾄﾞ手に抗議活動

•事前に熊本県や住民への説明ないままに行われた＞県知事も報
道で知ったといい国側の行為を批判

•今月中にﾐｻｲﾙ本体も搬入されるという

• 12式地対艦誘導弾能力向上型という射程1000㎞というもの

•小泉防衛大臣は「明かせない事もある」と説明

•今回の配備は「武力行使の三要件」の考えから行われた



武力行使の「三要件」とは
• 2014年の閣議決定＞安全保障政策における歴史的な転換点

•自国が攻撃されていなくても密接な関係にある他国への攻撃を実
力で阻止する「集団的自衛権」の限定的な行使を容認した

• 2015年 平和安全法制によって整備された、自衛権発動の枠組み
における「専守防衛」を基本とする３つの要件

•①我が国の存立が脅かされ、国民の生命、自由及び幸福追求の権
利が根底から覆される明白な危険があること

•②我が国の存立を全うし、国民を守るために他に適当な手段がな
い場合

•③注意事項は必要最小限度の実力行使にとどまるべきもの



熊本の自衛隊基地にﾐｻｲﾙ発射装置搬入
• 9日 熊本の陸上自衛隊基地に長射程ﾐｻｲﾙの発射装置が搬入さ
れた＞基地前には配備反対の住民がﾌﾟﾗｶｰﾄﾞ手に抗議活動

•事前に熊本県や住民への説明ないままに行われた＞県知事も報
道で知ったといい国側の行為を批判

•今月中にﾐｻｲﾙ本体も搬入されるという

• 12式地対艦誘導弾能力向上型という射程1000㎞というもの

•小泉防衛大臣は「明かせない事もある」と説明

•今回の配備は「武力行使の三要件」の考えから行われた

•自衛隊基地からの発射ではなく移動しての発射になる

•＞基地が攻撃対象にはならないと説明



ｲﾗﾝ 後継者が決まる



ｲﾗﾝ 後継者を選出
•ﾊﾒﾈｲ師の後継者を巡り専門家委員会はﾊﾒﾈｲ師氏の次男で
あるﾓｼﾞﾀﾊﾞ師を選出したと報じた

•国営ﾃﾚﾋﾞが専門家委員会の声明を発表

•＞敵が脅しをかけても指導者を選出する流れは中断せずに
行う

•ﾓｼﾞﾀﾊﾞ師は1969年ﾊﾒﾈｲ師の次男（6人兄弟）として生まれる



ﾊﾒﾈｲ師の子どもたち
• ﾊﾒﾈｲ師には6人の子どもが存在

•長男ﾓｽﾀﾌｧ 聖地コムでの宗教教育や神学校経営

• ﾊﾒﾈｲ師の精神的な支えという役割

•次男ﾓｼﾞﾀﾊﾞ 治安機関や革命防衛隊を掌握 経済

利権を管理している

•三男ﾏｽｳｰﾄﾞ 外交面や文化関連の機関で働く

•四男ﾒｲｻﾑ 宗教的な広報活動を管理する文化・研究機関で働く

ﾊﾒﾈｲ師の著作も管理

•長女ﾎﾞｼｭﾗ

•次女ﾎﾀﾞ

• 6人とも表面に出るようなことはなく、謎の多い存在と言われてた

＞ｲｽﾗﾑ教の世界では女性は表面には出ない 結婚相手が
主要な地位についているようだ



ｲﾗﾝ 後継者を選出
•ﾊﾒﾈｲ師の後継者を巡り専門家委員会はﾊﾒﾈｲ師氏の次男で
あるﾓｼﾞﾀﾊﾞ師を選出したと報じた

•国営ﾃﾚﾋﾞが専門家委員会の声明を発表

•＞敵が脅しをかけても指導者を選出する流れは中断せずに
行う

•ﾓｼﾞﾀﾊﾞ師は1969年ﾊﾒﾈｲ師の次男（6人兄弟）として生まれる

•今まで注目されることはなかった＞表舞台に登場していない

•聖地ｺﾑの宗教学校でｲｽﾗﾑ教の最高評価を得ている

•ﾊﾒﾈｲ師の秘書的な仕事を行う



革命防衛隊が担ぎ上げたイラン新指導者、本人
沈黙に国内外で懸念も ﾛｲﾀｰ

•革命防衛隊がﾓｼﾞﾀﾊﾞ師の最高
指導者就任を画策

• ﾊﾒﾈｲ師は世襲制度を禁じてい
たのに次男が就任した

•扱いやすいと判断したから

•対外的には攻撃的で国内には
弾圧を強化したい

•最高指導者に就任したがいま
だに国民の前に登場していない

•攻撃が継続する中で安全を確
保しているのか

•父の殺害現場で同時に足を負
傷したとの報道もある

イランの「革命防衛隊（ＩＲＧＣ）」は、新たな最高指導
者にモジタバ師を据える人事を押し切った。父より扱いや
すく、革命防衛隊の強硬路線に同調しやすい人物と見込ん
だためだ。現実主義派の懸念は退けられた――同国の高官
筋がそう明かした。
もともと強大な権力を握るＩＲＧＣは、戦争開始後に影響
力をさらに強めた。モジタバ師選出に反対し、発表を数時
間遅らせた政治・宗教指導層の幹部らの懸念も、すぐに押
し切ったという。
戦争で既に１０００人を超えるイラン人が命を落とす中、
モジタバ師の最高指導者就任に反対する人々の懸念は深
まっている。選出が発表されてから４８時間以上が過ぎて
もなお、本人は声明を出していないためだ。
高官筋３人と改革派の元高官、別の内部関係者は、ＩＲＧ
Ｃが押し通したモジタバ師の選出について、対外的にはよ
り攻撃的な姿勢、国内的にはより厳しい弾圧につながる可
能性があると指摘した。
うち２人はＩＲＧＣの体制支配が、イランを宗教的正当性
という薄皮に包まれた軍事国家へとますます変貌させかね
ないと懸念を示す。既に縮小しつつある支持基盤を損ない、
複雑な脅威に対処する余地を狭める恐れもあるという。



ﾓｼﾞﾀﾊﾞ師の評価が分かれる
•ﾓｼﾞﾀﾊﾞ師は黒いﾀｰﾊﾞﾝを巻いている＞ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの血筋
•高い宗教的権威と尊称を象徴する証し＞指導者が使用する
•ﾊﾒﾈｲ師の側近として働いていた
•ﾓｼﾞﾀﾊﾞ師が革命防衛隊に所属していたことから影響力が強
いという評価＞民兵組織ﾊﾞｼｼﾞにも影響力を持っている
•強力な反米主義的考えを持っている＞強力な指導者
•一方で今まで要職につかなかったことから本当に実力があ
るのかどうかを疑問視する考えもある
•何故次男なのだというのもその流れ
•最も扱いやすい人物として象徴的な存在



ｲﾗﾝ・ｲｽﾗﾑ共和国
•面積 165万㎢（日本の4.4倍）

•人口 9157万人(2024年）

•言語 ペルシャ語、トルコ語、クルド語など

•1979年のｲｽﾗﾑ革命でﾎﾒｲﾆ師が最高指導者となる

•1989年 ﾎﾒｲﾆ師の死後ﾊﾒﾈｲ師が最高指導者となる

•ｲｽﾗﾑ教を基本とした政治体制

•三権分立の上に最高指導者がいるという体制

•国軍の他に革命防衛隊が存在する

•反体制派を力で押さえつける政治＞民主化が進まない

法学者



ｲﾗﾝの政治の複雑さ •最高指導
者の権力
が如何に
強いか

• ｲﾗﾝ特有
の組織も
多い

•革命防衛
隊の存在

•その下に
ﾊﾞｼｼﾞとい
う民兵組
織がある

法学者
88人

最 高 指 導 者

国 民



ｲﾗﾝの政治を左右するのは
•三権分立はしているがその上に最高指導者が存在

•全ての指名権を持っている

•最高指導者は法学者88人で構成される専門家会議が選出
する

•監督者評議会は法学者6人法曹家6人で構成され議会が提
出した法律をｲｽﾗﾑ法に準拠しているか判断

•各部署の候補者を審査し不適切な人物は排除する

•最も強い武力を持つ革命防衛隊＞ｲｽﾗﾑ革命時国軍が反抗
するのではないかとﾎﾒｲﾆ師が創設 諜報機関も持つ



ｲﾗﾝ政府を変えるのは難しい
•本来なら88人の専門家会議が最高指導者を選定する

•基本的には全会一致のようだ

• ﾊﾒﾈｲ師を選ぶ時もﾎﾒｲﾆ師の死の場に立ち会った有力者ﾗﾌｻﾝｼﾞｬ
ﾆ元大統領が後継者はﾊﾒﾈｲにしろと言われたと伝えた

•＞形式的になっているようだ

•今回は専門家会議を開くｼｰｱ派の聖地ｺﾑが爆撃されて他の場所で
開かれた＞会議を開くことを知らされていない委員もいた

•戦争には迅速な手続きが必要であり、ｱﾒﾘｶに抵抗できる候補者を
選ぶべきと圧力をかける

•専門家会議の投票内容も公表されていない



ｲﾗﾝの本気度が世界を震撼させる
• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は無条件降伏しか戦闘を止める方法はないと表明

•＞我々は勝利したとも表明

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の表明に対してｲﾗﾝは徹底抗戦を宣言

• ﾎﾙﾑｽﾞ海峡から許可なく１ℓの石油も出すことはない

•＞ｱﾒﾘｶ船籍のﾀﾝｶｰなどが相次いで攻撃され炎上している

•一方で機雷の敷設を始めたとも表明

•＞ｲﾗﾝは数千発の機雷を保有＝接触型・音響反応型・自動追尾型

•もし機雷が敷設されれば相当な期間航行は不可能になる

•＞ｲﾗﾝ側も石油を輸出できなくなるﾘｽｸがあるので脅しだけかも

•それでも十分な効果があり船舶は動けず



ﾓｼﾞﾀﾊﾞ師が声明文を発表
•12日 ﾓｼﾞﾀﾊﾞ師が声明文を発表

•女性ｱﾅｳﾝｻｰが声明文を読み上げる＞約20分

•報復を決して放棄しない＞小学校の子どもたちに対する罪
を決して許さない

•近隣諸国にあるアメリカの基地を攻撃する

•敵に圧力をかける手段として、ﾎﾙﾑｽﾞ海峡封鎖を継続すべ
きだ

•本人が姿を見せないのは何故なのか

•負傷している、安全確保の為、様々な憶測も呼んでいる



過去最大の石油備蓄協調放出、 供給ショック緩
和効果は「限定的」 ﾛｲﾀｰ •世界的な石油不足に対

応してIEAは各国が備蓄
する石油を協調放出す
ると発表
•ｳｸﾗｲﾅ侵攻時の２倍
•3～4億ﾊﾞﾚﾙという
•世界で１日に消費される
石油は1億ﾊﾞﾚﾙという
•はっきりとは分からない
が世界で備蓄する石油
は数十億ﾊﾞﾚﾙ
•日本は300万ﾊﾞﾚﾙ/日

国際ｴﾈﾙｷﾞｰ機関（IEA）が取りまとめた４億ﾊﾞﾚﾙの石油備蓄
協調放出は未曾有の規模で、ｲﾗﾝ攻撃に伴う破壊的な供給ｼｮｯ
ｸを和らげる上で是非とも必要とされていた。しかし中東か
らのｴﾈﾙｷﾞｰ輸出がせき止められている限り、その効果は限定
的にとどまるだろう。IEAは11日、加盟３２カ国が協調して
戦略石油備蓄を過去最大規模放出することを全会一致で決定
した。今回の放出規模は前回の２倍以上だ。2022年３月の
前回はﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻を受けて実施されており、それまでで
最大級だった。世界の石油市場が直面する危機の大きさを踏
まえれば、これだけの放出規もは間違いなく正当化できる。
米国とｲｽﾗｴﾙによるｲﾗﾝ攻撃が始まった２月28日のすぐ後か
らﾎﾙﾑｽﾞ海峡が事実上封鎖されて以来、世界の生産量の約２
割に当たる日量2000万ﾊﾞﾚﾙ弱の原油がﾍﾟﾙｼｬ湾岸内部で停滞
しているからだ。一方で混乱の度合いに比べると、せっかく
の放出規模も霞んで見えてしまう。戦闘が始まってわずか１
１日で、市場の供給不足は約２億万バレルに達した。ｻｳｼﾞｱﾗ
ﾋﾞｱとｱﾗﾌﾞ首長国連邦（ＵＡＥ）は、原油輸出ﾙｰﾄの一部をﾍﾟ
ﾙｼｬ湾岸以外の港に切り替えつつあるものの、出荷量は限ら
れ、不安定でもある。だからｲﾗﾝでの戦闘と、ﾎﾙﾑｽﾞ海峡の事
実上の封鎖がいつまで続くかが、今回の石油備蓄放出が意味
のある形で市場安定に寄与するか、あるいは単にﾀﾞﾒージの
浸透を遅らせるだけに終わるかを決める上で重要になる。



高市首相はIEAの決定前に備蓄石油放出
• ﾎﾙﾑｽﾞ海峡内にいる日本関係のﾀﾝｶｰは数十隻

• 27日までにﾎﾙﾑｽﾞ海峡を出たﾀﾝｶｰが日本に到着するのに約20日
かかる＞3月20日に最終のﾀﾝｶｰが到着することに

•これを考えてか16日から国家・民間が備蓄している石油を放出する
という方針を決定

•国家備蓄１か月分、民間15日分

•更に全国平均170円/ℓ程度になるように補助金を設定

•今回の戦闘が何時終了するかが問題

•機雷が実際に施設されていた場合は戦闘終了から除去を始めるの
でさらに時間が掛ってしまう＞それほど大きな負担を世界にかけて
いることをｱﾒﾘｶ・ｲｽﾗｴﾙは認識すべきである



今回の戦闘をどう評価するか



ｲﾗﾝ非難の安保理決議採択 135カ国共
同提案、中ロは棄権―米ｲｽﾗｴﾙの攻撃
には言及せず 時事通信

•11日 国連の安全保障理事
会にﾊﾞｰﾚｰﾝが提出した議案

•ｲﾗﾝの周辺国への攻撃を国
際平和と安全に対する脅威
として即刻停止せよ

•日本も共同提案国

•この議案には戦闘を始めた
ｱﾒﾘｶ・ｲｽﾗｴﾙについての言
及がなかったとして中露は
棄権した

国連安全保障理事会は１１日、イランによる湾岸
諸国などへの攻撃を非難する決議を採択した。全
１５理事国のうち１３カ国が賛成し、中国とロシ
アは棄権した。
決議は、非常任理事国のバーレーンが湾岸協力

会議（ＧＣＣ）加盟国を代表して提出した。イラ
ンによる攻撃を「国際法違反であり、国際平和と
安全に対する深刻な脅威」として強く非難。攻撃
を受けた湾岸諸国とヨルダンの領土保全と主権を
強調し、攻撃停止を求めた。一方で、米イスラエ
ルによるイラン攻撃については言及しなかった。
日米などを含む１３５カ国が共同提案国に名を連
ねた。
中国の傅聡国連大使は、決議は「衝突の根本的

な原因が反映されていない」と棄権の理由を説明。
ロシアのネベンジャ国連大使も「米イスラエルに
よるイラン攻撃について触れずに議論することは
不可能であり、不公平」と決議を批判した。



ｲｽﾗｴﾙ国内の評価は
•ｲﾗﾝ攻撃に対するﾕﾀﾞﾔ系の評価

は93%が賛成と答えた

•ｱﾗﾌﾞ系は23%が賛成と答えた

•ﾈﾀﾆﾔﾌ首相を信用する＞ﾕﾀﾞﾔ系

の71%となった＞戦争に勝てば選挙を早めるだろう

•批判する声はかき消されている

•戦争が始まると多くの意見が１つの傘の下に集まり批
判する意見には圧力をかけることになる



ｱﾒﾘｶ国内の評価は
•攻撃開始直後の調査ではある

がｲﾗﾝ攻撃を支持しないという

考えが過半数を超える

•MAGA支持者も支持しないと答

える人がいる

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は他国の戦争には手を貸さないと言って
いたはずである

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領にとっては想定外の結果ではないか

ｲﾗﾝ攻撃に対して支持するか NBC

支持し
ない
54％

支持
する
41％

3月3日



裸の王様ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領
•自分で作った「裸の王様」

•第一次ﾄﾗﾝﾌﾟ政権にはﾄﾗﾝﾌﾟ氏に直接意見する閣僚がいた

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はそれによって思い通りの政策できず

•第二次政権では自分にとって都合の悪い人物は登用せず

•＞ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の指示には従う、ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領の気に入る政
策を打ち出す

•＞十分な情報をﾄﾗﾝﾌﾟ大統領に上げていない

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は出たがり屋なのでﾒﾃﾞｨｱにたくさん露出する

•都合の悪いことが起きるとﾌｪｲｸﾆｭｰｽだ、訴訟だと言い張る



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領に情報が上がっていない
•28日のｲﾗﾝ女子小学校への

•爆撃で157人の死者が出る

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領はｱﾒﾘｶはやって

•いない＞ｲﾗﾝがやった

•右の写真でﾄﾏﾎｰｸであると分かるとｲﾗﾝも持っている

•＞ｲﾗﾝがﾄﾏﾎｰｸを持っていないのは明らか

•軍幹部はﾄﾏﾎｰｸに入力した座標にﾐｽがあったと発表

•ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は「私は知らない」と発言



ｲﾗﾝ交戦はｲﾝﾌﾗ攻撃に移行か ﾃﾍﾗﾝの石油施設、
ﾊﾞｰﾚｰﾝの淡水化施設に被害 産経新聞 • 7日 ｲｽﾗｴﾙがｲﾗﾝの石油関連施

設を爆撃した

•＞作戦は次の段階へ

• ｱﾒﾘｶが攻撃を認めなかった

•＞石油価格の高騰を懸念

• ｲﾗﾝ側は湾岸諸国には攻撃しな
いと言いながらｲﾝﾌﾗ設備を攻撃
した

•淡水化ﾌﾟﾗﾝﾄが被災

•湾岸諸国は水道水や農業用水な
どに利用＞ﾊﾞｰﾚｰﾝは100%これに
頼る

•ｲｽﾗｴﾙはﾚﾊﾞﾉﾝも爆撃＞ﾋｽﾞ
ﾎﾞﾗを指揮するｲﾗﾝ人がいた

米軍とともにイランへの攻撃を続けるイスラエル軍は7
日、イランの首都テヘラン周辺の石油関連施設3カ所を
爆撃した。石油施設への攻撃は開戦以来初めてとみられ
る。施設では大規模な爆発が起きたもようで、テヘラン
上空に大きな黒煙が広がった。行政当局はテヘラン市民
の燃料購入を制限すると発表した。イスラエル軍は爆撃
について、イランの軍事組織への供給元になっているた
めだとし、軍事作戦は「次の段階」に移行したとする声
明を出した。イラン革命防衛隊は報復として、イスラエ
ル北部ハイファの石油精製施設を標的にすると表明した。
2月28日の交戦開始から1週間以上が過ぎ、市民生活に
不可欠なインフラ施設への攻撃が拡大しつつある。ペル
シャ湾岸のバーレーンは8日、海水の淡水化施設がイラ
ンの無人機攻撃で損傷したと発表した。湾岸諸国で淡水
化施設が標的になったのは開戦後で初めてとみられる。
施設は水資源に乏しい湾岸諸国で暮らしを支える重要な
役割を担う。一方、イスラエルが親イラン民兵組織ヒズ
ボラを標的に攻撃を続けているレバノンでは8日、首都
ベイルート中心部のホテルが爆撃されて4人が死亡した。
イスラエル軍は作戦を指揮するイランの司令官らがいた
としている。これまではヒズボラの拠点がある首都南郊
が主な標的だった。





平和評議会に参加した国への影響
•参加国 ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ、UAE、ﾄﾙｺ、ｶﾀｰﾙ、ｴｼﾞﾌﾟﾄ、ｲｽﾗｴﾙ、ｲ
ﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾓﾛｯｺ、ﾊﾟｷｽﾀﾝ等

•これらの国の中で湾岸諸国が多額の資金提供をしている

•ｶﾞｻﾞの復興の為にということで資金を提供しているのにｱﾒﾘ
ｶとｲｽﾗｴﾙがｲﾗﾝを攻撃した

•ｲﾗﾝはその報復として湾岸諸国に攻撃を与えている

•提供した資金はｶﾞｻﾞの為に使われているのか

•攻撃をする前にこれらの事態を引き起こすことを考えたのか

•ｲﾝﾄﾞﾈｼｱは平和維持のための軍隊の派遣中止を検討開始



最も問題なのは環境破壊である
• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領は地球温暖化はﾌｪｲｸだといっている

•戦闘で多くの武器弾薬が使われている

•爆撃で火災が起きたり、様々なものが破壊される

•石油・ガス施設や工場、インフラの破壊は、有害物質の流出
だけでなく、環境汚染と温室効果ガスの放出を伴っていく

•ｳｸﾗｲﾅ侵攻の半年間で1億ｔのCO2を排出＝ｵﾗﾝﾀﾞの１年間
の排出量に当る

•気候変動で様々な問題が起きている中戦闘状態と環境問
題は不可分の関係があるのをもっと認識して欲しい



米ロ首脳が電話会談 トランプ氏、プーチン氏
が中東で「力になりたい」 CNN

• ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領がﾌﾟｰﾁﾝ大統
領に電話
•ｲﾗﾝ問題早期解決に一役
買って欲しいと依頼
•ﾌﾟｰﾁﾝ大統領は「力になり
たい」と語ったという
•この会談で対ﾛｼｱ制裁の一
部緩和も決定か？
•ﾛｼｱ産の石油に対する制
裁を解除することにより石
油ひっ迫を緩和させる
•＞ﾛｼｱにとっては収入源に
なり戦争継続に役立つ

ロシア大統領補佐官によると、米国のﾄﾗﾝﾌﾟ大統領とﾌﾟｰﾁﾝ
大統領は9日、電話会談を行い、ｲﾗﾝ問題などを話し合った。
補佐官は、約1時間に及んだ電話会談について、「ロシア
と米国の首脳会談で通常そうであるように、実務的で、率
直かつ建設的な会話だった」と述べた。今年に入って両氏
が電話で協議するのは初めてだという。補佐官は「ﾛｼｱ大統
領は、ｲﾗﾝを巡る紛争の早期の政治的・外交的解決に向けた
考えをいくつか示した」と語った。補佐官はまた、ﾄﾗﾝﾌﾟ氏
がｲﾗﾝとの紛争について自身の見方を示したと説明したが、
その内容の詳細には触れなかった。ﾄﾗﾝﾌﾟ氏も同日、ﾌﾟｰﾁﾝ
氏と「非常に良い話し合い」を行ったと明らかにした。ﾄﾗﾝ
ﾌﾟ氏によると、ﾌﾟｰﾁﾝ氏は中東情勢で「力になりたい」と考
えているという。ﾄﾗﾝﾌﾟ氏がﾌﾟｰﾁﾝ氏と電話で協議するのは、
ｲﾗﾝをめぐる衝突が始まって以降で初めて。ﾛｼｱによるｳｸﾗｲﾅ
侵攻が5年目に入るなか、ﾄﾗﾝﾌﾟ氏は改めていらだちをあら
わにした。ﾄﾗﾝﾌﾟ氏は、中東で激化する戦闘について協議し、
ﾌﾟｰﾁﾝ氏が「力になりたい」と考えていると語った。ﾄﾗﾝﾌﾟ
氏はﾌﾛﾘﾀﾞ州で記者団に、「私は『ｳｸﾗｲﾅとﾛｼｱの戦争を終わ
らせたほうが、もっと役立つだろう』と言った。それこそ、
もっと助けになる」と述べた。ﾄﾗﾝﾌﾟ氏はまた、ｳｸﾗｲﾅでの
戦闘を「終わりのない戦い」と呼ぶ一方、この問題につい
ては「前向きな電話会談だった」との認識を示した。



ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領 ﾈﾀﾆﾔﾌ首相

イ ラ ンﾌﾟｰﾁﾝ大統領
ｲｽﾗｴﾙを国家として認め
ていない

ｲﾗﾝの現体制を崩壊さ
せるのが前提

核を持つことが最大の防御と考えるｲﾗﾝに対して技術支援を行う

⇚ﾐｻｲﾙ ﾄﾞﾛｰﾝを提供

核開発をしていることを理由に圧力をか
ける

ﾕﾀﾞﾔ系の企業団体から
の資金流入は大きい

ｷﾘｽﾄ教福音派の支持を失いたくない

歴代の大統領はｲﾗﾝの核開発を制限してきた

ﾈﾀﾆﾔﾌ首相は昨年だけでも6回訪米
電話会談も何回も行う

ﾊﾒﾈｲ師の動向を調査し殺害計画

核協議をしてきたが思うようにいかず

支持率低下やｴﾌﾟｽﾀｲﾝ問題を何とかしたい

ｼｰｱ派の反体制勢力への支援

ﾈﾀﾆﾔﾌ首相からの耳打ちで攻撃決定か
出口戦略を甘く見て始める

戦闘を早く辞めたい⇒イランとの妥協
ｱﾒﾘｶが中途半端で離脱されては困る
ｲｽﾗﾑ体制が完全崩壊しないとだめ

ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領からの仲介要請はﾁｬﾝｽ
制裁解除につながりｳｸﾗｲﾅ戦に有利に 徹底抗戦を宣言している



戦争ほど愚かな行為はないが
•ｳｸﾗｲﾅやｲﾗﾝの状況を見れば誰しもわかる事

•戦争は多くの尊い命を奪う行為である

•様々なものを破壊して行く

•＞社会、自然など簡単には元には戻らない

•戦争は勝利者も敗北者もなく、人々を苦しめるだけである

•古代ﾛｰﾏの言葉に「汝平和を欲さば、戦への備えをせよ」と
いうものがある

•＞抑止力を持つことで平和を維持できる

•この対立する考え方の中で正解を導くのは難しい
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